
枯ぷ易に集う

12]福岡県箱崎の「梅の湯」
福岡県の箱崎には、梅の湯という践湯かあった昭和

29年に閲業したこの銭湯は、半世紀に渡って箱埼の

街を見守ってきた。 多くの人に愛された、日常の集い

の場たった。

梅の湯は、隣にあった大学の移転、コロナ、様々な理

由で、2022年t苔しまれながらも廃業したし

箱崎は、北部で漁業、南部で良業を生業として栄え、

街道の宿名町として機能していた そこには、漁村の

ロジウラ、点村のドマ、町屋のチャノマのような、人

と人とか日常生活の中で話し交流する場所か至る所に

存在していた， 地域の中心には宮埼宮があリ、祭リや

行平のたびに人と人とかつながリ、国結していた当

寄箱蛤1こは30 もの銭易かあり、多くの人で距わう、

生活になくてはならない空関であったc

ふレ
梅の渇外観

口提案
惜しまれつつも2022年に廃業した銭湯、 「 梅の湯」を改築し、 経営上ネックとなる給湯

のエネルギーを再生可能エネルギー に置き喚え、 持続可能にするとともに、 銭湯空間の

上に、 人々か出会い語らい交流する 「町の一部だか家の延長である空間」を創出するこ

とて、 薄まりつつある地域の絆を育む 「ハブ」とする。

元の銭湯

口平面計画 口断面計画
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禽サンヒ ー タ ーの作る
小さな屋根

[Z]カタチの考え方
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ドマと縁側に集まっ
飲んでおしゃヘリ

元の浴室を最大限活
用した銭湯空間

企：ロ
ロく。3

現代の設備に醤き換 時代の移リ変わリと
え、 コンパクトにし ともに失われた、 町
つつ、 元の銭湯を引 と家との中間領域的
き続き使用する。 空間を銭湯の上に再

編する。

口銭湯空間の上に人々
が出会い語らい交流
する「町の一部たが
家の延長である空
闇」ができるc
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町からみんなを招き入れる、
会話の生まれる空間
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東西断面図S=1:100

12]夏の輻射熱壁冷房システム
；季における温熱変動と気流シミュレ ーション

夏季は、屋根の上のサンヒ ー タ ーに水を運ぶ過程て、機杭室側2, 3階の壁面の

幅射熱冷房により、空間を涼しくするまた、壁によって冷やざれた空気と2陥

床にある吹き出し口から出る冷風によって空気かゆっ<,)と上図で見て時計回

リの対流を起こし、空気を1佑還させている，室の殷定湿度を28℃としたとき、

空間全体で、25~28℃となっており、空闇の上下の温度差を3度以内に抑えて

いる。

12]冬の輻射熱床暖房システム
冬季における温熱変動と気流シミュレ ーション � �一

口

12]水とお湯を建物に巡らせる

冬季は、屋根の上のサンヒ ー タ ーで沼められた温水を1階の銭滉へとおろす過程

で2階と3陛の床を通し、輻射熱床暖房とするまた、2、3階床の吹き出し口

から、温水によって温められた空気か床下を流れて出てくることによリ、空気か

ゆっくりと上昇し、室全体を渥めながら対流を起こし、空気を祐環させている

空気の砧瑶によって空闇全体で大きな温度差が生じず、コ ールトドラフトが起き

ずに、快適に過ごすことのできる空閤となる。
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巳太陽光を展大活用する
照明や補助の熱原に必要な五カを太陽光ハネルで、浴mと足湯
の給湯に必要な熟玉をサンヒ ー タ ー によってiかなう2

ヘロブスカイト太陽電池 サンヒ ー タ ー

透明で従来の太ば先パネルに比ぺ 忌上南面に足根を20ほねけ
て只ざ11100、 直ざは1110であり 、 てサンヒ ー タ ーを若せた小歴
フィルI,状で透，，性があるため南 を般＂袷瀑1こ用いる、エネ
面の窓ガラスに殷己エネルギー ルギー変換効率は40~60%、
変換効率は22~30始99虔

“: 巳構造体のダイアグラム
控物をぐるりと一周する構造体

が南北釉の力に抵抗し、垂匝荷‘` 
、蛍を内部の柱と共に負担する。

．］また、南北面の組製のフレ ー ム

により束西軸の加竺を負担す

る内部に挿入した床スラブは

ねじれに抵抗し、柱によってス

テップフロアを支える3東西の

壁によって朝と夕方の日射負荷

を軽減し、南面と北面の大開口

から自然光を取り入れる



藤田淳也
設計者

説明パネル梅の湯に集う

九州大学大学院
末廣研究室所属

既存の銭湯空間を残して

リノベーション ・ 増築

Fujita   Junya

福岡市箱崎の 2022 年に廃業した銭湯、 「梅の湯

」 を改築し、 経営上ネックとなる給湯のエネルギ

ーを再生可能エネルギーに置き換え、 持続可能

にするとともに、 銭湯空間の上に、 人々が出会い

語らい交流する 「町の一部だが家の延長である

空間」 を創出することで、 薄まりつつある地域の

絆を育む 「ハブ」 とする。

人と人とをつなぐ銭湯
コミュニティー建築の
提案

お湯と水を利用した、 床暖房と壁

輻射冷房の気流シミュレーション

銭湯の経営面でネックとなるお湯の光熱費に対し

、 サンヒーターやソーラーパネルを活用することに

より費用負荷を抑えつつ、 給湯に必要なお湯や

水を建物に循環させ、 床暖房や壁輻射熱冷房の

熱源として利用することで空調を行う。

床暖房や壁輻射熱冷房によって、 ２階から４階の

一体空間にどのように空気が循環し、 空間が温め

られ、 または冷やされるのかを検証した。

解析メッシュを左図に示すように、 ステップフロア

の床や階段が認識されるように設定。 空間の温度

分布が一定になるまでシミュレーションを続けた。

解析面は 2F から 4F の一体空間の断面を設定し

た。

境界条件

夏

室温 28℃

吹き出し温度 22℃

吹き出し風速 0.15m/s

（吸い込み温度 28℃）

一般の壁面温度 28℃

壁輻射冷房温度 18℃

冬

室温 20℃

吹き出し温度 30℃

吹き出し風速 0.15m/s

（吸い込み温度 20℃）

一般の壁面温度 20℃

床暖房温度 40℃

お湯と水を巡らせる

梅の湯外観

排気口

解析モデルを rhino で作成

熱源に接触した空気が吹き出す

空調と、 放射熱空調を併用する。

解析メッシュ

使用ソフト ： butterfly　OpenFOAM

解析面

吹き出し口

壁輻射熱冷房

床暖房


